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７ 会議の概要

分科会長 ただいまから、令和８年６月定例会の予算決算委員

会建設分科会を開会いたします。

〔傍聴の申込み（１名）を許可〕

分科会長 審査に先立ち、分科会記録の署名委員に、金厚委員、

鋪田委員を指名いたします。

各案件の審査については、各部局単位とし、お手元

に配付してあります審査順序のとおり行う予定であ

ります。

なお、質疑については、議案に直接関係あるものだ

けにお願いいたします。

また、委員及び当局の皆さんに申し上げますが、質

疑・答弁及び説明については、簡潔・明瞭に行って

いただきますようお願いいたします。

これより、消防局所管分の議案の審査を行います。

議案第１２５号 令和８年度富山市一般会計補正予

算（第１号）、第１条歳入歳出予算の補正中、歳出

第９款消防費

を議題といたします。

これより、当局の説明を求めます。

消防局長 〔挨拶〕

総務課長 〔議案説明資料により説明〕

分科会長 これより、質疑に入ります。

質疑はありませんか。

赤星委員 議案説明資料２ページの機能別学生団員確保事業に

ついて、入団希望者数が当初見込んでいた人数を上

回ったとのことですが、どのような募集活動を行っ

たのですか。

総務課長 市内の看護学生を対象に、大規模災害時においては

避難所での応急救護活動、平常時においては救急講
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習のほか、消防局が実施するイベント等において、

看護学生が持つ知識やスキルを生かした啓発活動を

行っていただくと説明いたしましたところ、大きな

反響をいただき、入団希望者数の増加につながった

ものと考えます。

赤星委員 入団希望者の男女比率と年齢はどのようになってい

るのですか。

総務課長 令和８年６月２３日時点で１９１名の入団希望者が

おり、女性が１７６名、男性が１５名となっており

ます。また、年齢は１８歳から４０歳代の方々がお

られますが、若い方が多くなっております。

消防局長 今ほどの年齢の件で１点訂正させていただきますと、

下は１８歳からなのですけれども、上は４０歳代で

はなくて５０歳代となっております。

赤星委員 女性の入団希望者が多いということですが、女性が

気兼ねなく活動を行うため、配慮している点などは

あるのですか。

総務課長 現在、女性の機能別団員におかれましては、男性の

基本団員のように、分団器具置場での活動はなく、

何かの行事の際に、時間を限定して活動をしていま

す。本事業の機能別学生団員も同様に考えておりま

す。

赤星委員 新しい取組だと思いますので、女性の声を丁寧に聞

きながら、活動しやすい環境づくりに努めていただ

きたいと思います。よろしくお願いします。

村上委員 今ほどの質問に関連して、機能別学生団員が学生で

はなくなったらどうなるのですか。

総務課長 学生の間に機能別学生団員として活動をしていただ

くことにより、卒業された後にそのまま消防団に入

りたいと手を挙げていただければ、女性消防団員や
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男性消防団員と同様に活動してもらいたいと考えて

おります。

村上委員 基本団員になってもらうのが一番いいと思うのです

が、基本団員にはなれなくても、大規模災害のとき

には協力できるという方もたくさんおられたような

気がいたします。本会議でも申し上げましたが、大

規模災害団員を創設し、そのような方々を誘導して

いくことで、せっかくのチャンスを生かしてほしい

と思います。大規模災害団員も視野に入れて活動し

ていただきたいと思いますが、いかがですか。

消防局長 今、委員がおっしゃったように、せっかく機能別学

生団員となったのに、２年、３年で活動を終えるの

は残念なので、消防局としては何かしらの形で継続

的に消防団として従事していただきたいと思います。

例えば委員がおっしゃったような大規模災害のとき

に特化して活動いただくなどいろいろあるかと思い

ます。

本事業は新たな取組なので、今後何か新しく取り組

むことについて、ブレーキをかけるつもりは一切あ

りません。１９１名の機能別学生団員の気持ちが一

番大事ですので、その声をしっかり聞きながら、検

討してまいりたいと考えております。

柏委員 今ほどの関連なのですけれども、本事業は看護学生

を対象としていますが、今後、福祉など対象の専門

分野を広げて募集する予定があるのかお伺いします。

総務課長 本事業は始めたばかりで手探りの部分もありますの

で、しばらくは看護学生に絞って募集する予定です

が、意見などがあった際には検討したいと思います。

大島委員 たくさんの機能別学生団員に対する情報の伝達や連

絡などはどのような方法で行うのでしょうか。

総務課長 現状では、消防団員の方に対してはメールなどを活

用しておりますので、機能別学生団員についてもメ
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ールなどを事前に登録していただいて、大規模災害

などがあったときは、メールで連絡を取るのが一番

スムーズだと考えております。

大島委員 せっかく最初の立ち上げのチャーターメンバーなの

で、最初のメンバーだという誇りを持って、次の方

につないでいただけるようなデザインのアポロキャ

ップかＴシャツがあればいいと思うのですが、いか

がでしょうか。

総務課長 学生さんたちと一緒にオリジナルデザインのＴシャ

ツの制作を考えており、そこで差別化を図りたいと

考えております。

柏委員 消防団員の皆さんは出動報酬等が支給されていると

思いますが、機能別学生団員についてはボランティ

アになるのか、それとも出動報酬が支給されるのか

お伺いいたします。

総務課長 消防団員の方と同じように年額報酬が支給されます。

なお、実際に災害が発生した場合の出動はないので、

出動報酬は支給されませんが、イベントや研修に参

加した際には、同額を支給しております。

分科会長 ほかに質疑はありませんか。

〔発言する者なし〕

分科会長 ないようですので、これをもって質疑を終結いたし

ます。

これより、議案第１２５号中消防局所管分の意見の

表明を行います。

意見の表明はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

分科会長 意見の表明なしと認めます。

以上で、消防局所管分の議案の審査を終了いたしま
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す。

次に、報告案件として提出されている

報告第１２号 令和７年度富山市継続費繰越計算書、

第９款消防費、

報告第１６号 令和７年度富山市繰越明許費繰越計

算書、第９款消防費、

以上２件を一括議題といたします。

これより、当局の説明を求めます。

総務課長 〔議案書により説明〕

分科会長 これより、質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔発言する者なし〕

分科会長 ないようですので、これをもって質疑を終結いたし

ます。

なお、ただいまの報告案件につきましては、議決不

要のものです。

以上で、建設分科会消防局所管分を終了いたします。

午前１０時１７分 休憩

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

午前１０時３７分 再開

分科会長 これより、建設分科会上下水道局所管分に入ります。

報告案件として提出されている

報告第１３号 令和７年度富山市水道事業会計継続

費繰越計算書、

報告第１４号 令和７年度富山市公共下水道事業会

計継続費繰越計算書、

報告第１９号 令和７年度富山市水道事業会計予算

繰越計算書、

報告第２０号 令和７年度富山市公共下水道事業会

計予算繰越計算書、

報告第２１号 令和７年度富山市公共下水道事業会

計予算事故繰越し繰越計算書、
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報告第２２号 債権放棄報告の件中、上下水道局所

管分、

以上６件を一括議題といたします。

これより、当局の説明を求めます。

上下水道局長 〔挨拶〕

上下水道局次長 〔報告第１３号について、

報告第１４号について、

報告第１９号について、

報告第２０号について、

報告第２１号について、

議案説明資料により説明〕

料金課長 〔報告第２２号について、

議案書により説明〕

分科会長 これより、質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔発言する者なし〕

分科会長 ないようですので、これをもって議案の質疑を終結

いたします。

なお、ただいまの報告案件につきましては、議決不

要のものです。

以上で、建設分科会上下水道局所管分を終了いたし

ます。

午前１０時４６分 休憩

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

午前１１時３１分 再開

分科会長 これより、建設分科会建設部所管分の議案の審査を

行います。

議案第１２５号 令和８年度富山市一般会計補正予

算（第１号）、第１条歳入歳出予算の補正、歳出第

８款土木費中、建設部所管分
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を議題といたします。

これより、順次、当局の説明を求めます。

建設部長 〔挨拶〕

建設部次長 〔建設部所管分の概要について、

議案説明資料により説明〕

土木事務所建設課長 〔議案第１２５号中

雪対策事業費について、

議案説明資料により説明〕

河川整備課長 〔議案第１２５号中

河川水路整備事業費について、

議案説明資料により説明〕

公園緑地課長 〔議案第１２５号中

公園整備事業費について、

議案説明資料により説明〕

分科会長 これより、質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔発言する者なし〕

分科会長 ないようですので、これをもって議案の質疑を終結

いたします。

これより、議案第１２５号中建設部所管分の意見の

表明を行います。

意見の表明はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

分科会長 意見の表明なしと認めます。

以上で、建設部所管分の議案の審査を終了いたしま

す。

次に、報告案件として提出されている

報告第１２号 令和７年度富山市継続費繰越計算書、



８

第８款土木費、

報告第１６号 令和７年度富山市繰越明許費繰越計

算書、第８款土木費中、建設部所管分、第１１款災

害復旧費中、建設部所管分、

以上２件を一括議題といたします。

これより、当局の説明を求めます。

建設部次長 〔議案書及び議案説明資料により説明〕

分科会長 これより、質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔発言する者なし〕

分科会長 ないようですので、これをもって質疑を終結いたし

ます。

なお、ただいまの報告案件につきましては、議決不

要のものです。

以上で、建設分科会建設部所管分を終了いたします。

午前１１時４０分 休憩

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

午後 １時０７分 再開

分科会長 ただいまから建設分科会を再開いたします。

これより、建設分科会防災危機管理部所管分の議案

の審査を行います。

議案第１２５号 令和８年度富山市一般会計補正予

算（第１号）、第１条歳入歳出予算の補正、歳出第

２款総務費中、防災危機管理部所管分

を議題といたします。

これより、順次、当局の説明を求めます。

防災危機管理部長 〔挨拶〕

防災危機管理部次長 〔防災危機管理部所管分の概要について、

議案説明資料により説明〕
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防災課長 〔議案第１２５号について、

議案説明資料により説明〕

分科会長 これより、質疑に入ります。

質疑はありませんか。

鋪田委員 議案説明資料２ページの自主防災組織育成事業につ

いて、（３）事業内容で防災資機材整備補助金に対

する令和８年４月の相談が増えたということですが、

例えば申請する団体が増えたからなのか、それとも

１団体あたりの補助上限額を増額するからなのか、

どのような理由で増額補正を行うのですか。

防災課長 新たに補助金を申請する団体が増えたことが一番の

理由だと思います。

鋪田委員 これまで防災資機材については、机上でしか考えら

れておりませんでしたが、実際に令和６年能登半島

地震などの経験を通して必要なもの等がより具体的

になったかと思います。この補助金で購入される防

災資機材は具体的にどのようなものが多いのですか。

防災課長 防災倉庫や発電機、防災用のトイレや毛布などが多

く導入されております。

鋪田委員 より実践的と言ったらおかしいのですけれども、実

際に地震なども経験して、避難所を運営する中で、

この防災資機材が必要だと分かってきたのだと思う

のです。防災組織の中には、自治振興会の大きな単

位で行うところもあれば、町内会単位で行うところ

もあると思うのですけれども、防災資機材の購入に

当たって、防災危機管理部として助言をされたりす

ることはあるのでしょうか。

防災課長 窓口で補助金について相談があった際に、防災資機

材の購入などについて相談を受けることもあります

し、出前講座などでも、自主防災組織に対していろ

いろな助言をしています。
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大島委員 自主防災組織が柔軟に使える予算がついたことで、

地元でも大変喜んでいるのですが、市でもせっかく

予算を充てたので、どのような防災資機材を備えて

いるのかをある程度データベースで分かるようにし

ておいてほしいのです。女性の防災士の方がおっし

ゃっていたのですけれども、耐用年数が５年間のも

のをストックする場合は、最後の２年間は使用した

り、その下の自治会などに回したりしながら、新た

にローリングしていくことが非常に大事だというこ

とでした。ぜひどの防災資機材がどこにあるのかを

把握できるようにしていただきたいと思うのですが、

いかがでしょうか。

防災課長 県の補助金がありますので、防災資機材整備補助金

の申請があった際には、導入を希望する備品の内容

を確認した上で、補助対象外のものについてはその

旨を説明しております。

現時点では、食料品よりは、資機材の申請が多いの

で、食料品を申請されたときの対応については、引

き続き検討が必要だと考えております。

大島委員 実際に災害が起きたときに一番必要なのが簡易トイ

レだと思います。

例えば私の地元の杉原地区で簡易トイレの導入を検

討したときに、簡易トイレを囲うテントなどは３つ

ほどあっても十分とは言えないのですが、たくさん

あったとしてもなかなか管理が難しいという話があ

りました。また、何でも自主防災組織でそろえるの

ではなく、できれば個人や各地域で、非常時用の資

機材を備えるように呼びかけるのも大事ではないか

という話を聞いて、なるほどと思ったのです。その

意味でも、自主防災組織が持っている資機材を誰で

もすぐに把握できるようにしておくのは非常に大事

だと思うのですが、いかがでしょうか。

防災課長 委員おっしゃるとおり、やはり自助・共助の重要性

は、これまでもいろいろなところで注目されており

まして、それぞれの自主防災組織がどれだけ資機材
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を持っているのかということを他の自主防災組織に

公表することについては……。

防災危機管理部次長 少し補足いたします。今、課長もお話しいたしまし

たけれども、防災資機材整備補助金で自主防災組織

が買われたものに関しては、市から補助金は支給し

ておりますが、各自主防災組織の財産になると思い

ます。

ですので、各自主防災組織が持っている資機材を全

ての自主防災組織に公開することは検討の必要があ

ると思いますので、今後検討したいと考えておりま

す。

大島委員 分かりました。

藤田委員 今の話に関連してなのですが、本事業の防災資機材

整備補助金で各自治会や自治振興会がたくさんの防

災用品をそろえられるのですが、やがて耐用年数が

同時期に一気に押し寄せてくると思うのです。その

際に各自治会や自治振興会が改めて同じものを準備

するのは非常に大変だと思いますので、長いスパン

での話になるのですけれども、今後、更新時期も考

えて資機材を購入する見込みはあるのでしょうか。

防災課長 地域の自主防災組織を中心に、まず防災倉庫を用意

して、その中にどのような資機材を導入するのかを

検討していただいております。その際に耐用年数に

ついても検討することが重要であると認識しており

ます。

藤田委員 防災倉庫や購入した資機材が１０年から１５年後ぐ

らいにはやがて耐用年数が来ると思いますので、更

新時期をぜひ検討するように申し送りしていただき

たいと思います。

分科会長 ほかに質疑はありませんか。

〔発言する者なし〕
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分科会長 ないようですので、これをもって議案の質疑を終結

いたします。

これより、議案第１２５号中防災危機管理部所管分

の意見の表明を行います。

意見の表明はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

分科会長 意見の表明なしと認めます。

以上で、防災危機管理部所管分の議案の審査を終了

いたします。

次に、報告案件として提出されている

報告第１６号 令和７年度富山市繰越明許費繰越計

算書、第２款総務費中、防災危機管理部所管分

を議題といたします。

これより、当局の説明を求めます。

防災危機管理部次長 〔議案書により説明〕

分科会長 これより、質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔発言する者なし〕

分科会長 ないようですので、これをもって質疑を終結いたし

ます。

なお、ただいまの報告案件につきましては、議決不

要のものです。

以上で、建設分科会防災危機管理部所管分を終了い

たします。

午後 １時２５分 休憩

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

午後 １時４０分 再開

分科会長 これより、建設分科会活力都市創造部所管分の議案

の審査を行います。

議案第１２５号 令和８年度富山市一般会計補正予
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算（第１号）、第１条歳入歳出予算の補正、歳出第

８款土木費中、活力都市創造部所管分

を議題といたします。

これより、順次、当局の説明を求めます。

活力都市創造部長 〔挨拶〕

活力都市創造部次長 〔活力都市創造部所管分の概要について、

議案説明資料により説明〕

交通施設課長 〔議案第１２５号中

強風により被災したバス停留所上屋の修繕等につい

て、

議案説明資料により説明〕

住宅政策課長 〔議案第１２５号中

強風により被災した市営住宅の修繕等について、

議案説明資料により説明〕

分科会長 これより、質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔発言する者なし〕

分科会長 ないようですので、これをもって議案の質疑を終結

いたします。

これより、議案第１２５号中活力都市創造部所管分

の意見の表明を行います。

意見の表明はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

分科会長 意見の表明なしと認めます。

以上で、活力都市創造部所管分の議案の審査を終了

いたします。

次に、報告案件として提出されている

報告第１６号 令和７年度富山市繰越明許費繰越計

算書、第８款土木費中、活力都市創造部所管分、
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報告第２２号 債権放棄報告の件中、活力都市創造

部所管分、

以上２件を一括議題といたします。

これより、順次、当局の説明を求めます。

活力都市創造部次長 〔報告第１６号について、

議案書により説明〕

住宅政策課長 〔報告第２２号について、

議案書により説明〕

分科会長 これより、質疑に入ります。

質疑はありませんか。

赤星委員 議案書１０６ページのまちなか再生推進事業費につ

いて、中央通りＤ北地区市街地再開発事業の補助金

を繰り越したとのことですが、中央通りＤ北地区市

街地再開発事業の工事が遅れているのでしょうか。

都市計画課長 中央通りＤ北地区市街地再開発事業の工事の進捗に

ついては、今のところ順調に進んでおります。

工事の前段の地下埋設物等の撤去に時間を要したた

め、今回繰り越しておりますが、令和９年９月の完

成に向けて鋭意工事を進めていると伺っております。

分科会長 ほかに質疑はありませんか。

〔発言する者なし〕

分科会長 ないようですので、これをもって質疑を終結いたし

ます。

なお、ただいまの報告案件につきましては、議決不

要のものです。

以上で、建設分科会活力都市創造部所管分を終了い

たします。

これで、６月定例会の当分科会に送付されました全

議案の審査は終了いたしました。

委員各位に御相談申し上げます。
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分科会長報告については、正・副分科会長に御一任

願いたいと思いますが、いかがでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

分科会長 それでは、そのように取り計らいます。

これをもって、令和８年６月定例会の予算決算委員

会建設分科会を閉会いたします。
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